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｢階層性と非線形ダイナミクス:現象論の視座｣
5 まとめ
動摩擦力の速度依存性に関して計算機シミュレーションと物質間の相互作用についての摂動
計算を用いて調べた｡その結果､シミュレーションでみられた動摩擦力の速度依存性は､物質間
の相互作用が小さい場合には最低次の摂動計算で良く説明されることが分かった｡また､ここで
の議論はクリー ンな表面での話であったが､不純物などによる乱れが存在する場合の動摩擦力の
振る舞いの解明も興味深い【6].
表面の不純物的な乱れを導入して､ピン止め理論を用いて最大静摩擦力.を調べた結果､不純
物ポテンシャルの強さにより最大静摩擦力の振る舞いにクロスオーバーが生じ､これは不純物ポ
テンシャルによるピン止め状態の変化として説明できることが分かった｡さらに､不純物ポテン
シャルと下地の周期ポテンシャルの強さの違いによっても最大静摩擦力の振る舞いに別のクロス
オーバーが生じ､これらのピン止め状態とは異なる状態も確認された｡
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